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orennji

達

成

達

成

保護者アンケート（自由記述を含む）
で、学校は児童が安心して登校できるよ
うに、児童や保護者に適切に働きかけて
いる、の肯定的な回答を８０％以上得
る。

目

標
80% 80%90% 90%

達

成

児童アンケートで、オレンジ班活動が楽
しい、と肯定的に自己評価する児童を８
０％以上とする。

目

標
80% 80%

オレンジ班活動を年間を通して実施し、望ましい
集団活動の方法を身に付けさせ、仲間意識の醸
成を図る。

オレンジ班活動を年間８回、オレンジ
ワールド（おまつり）を１回行い、各班
の自主的・自発的な活動を促す指導を行
う。

目

標
80% 90% 95%

達

成

達

成

保護者アンケートで、学校はＳＤＧｓへ
の意識が高まるような取組を行ってい
る、の肯定的な回答を８０％以上得る。

目

標
80% 80% 90%

達

成

児童アンケートで、授業等を通してSDGs
への意識が高まった、と肯定的に回答す
る児童の割合が８０％以上とする。

目

標
80% 80% 90%SDGｓに関連する各教科・領域での授業づくり

を年間指導計画に基づき充実させるとともに、
スターパートナーとしての取組に関連させた授
業実践を行う。

持続可能な社会づくりに向けた授業を、
学期に４回以上行い、授業観察やアン
ケート調査で取り組み状況を把握する。

目

標
80% 90% 95%

達

成

達

成

80% 80% 90%80% 80% 90%
保護者アンケート（自由記述を含む）
で、学校は「きれいなことばときれいな
こころ」の運動などを通して、互いの人
権を尊重して、思いやりの気持ちがもて
るような活動を行っている、の肯定的な
回答を８０％以上得る。

目

標

達

成

70% 80% 90% ハンセン病の方への偏見・感染症者への
偏見まで、学習物や授業時の児童の観察
から、８０％以上の児童に気付きがあっ
たことを確認する。

目

標

80% 80% 90%90% 95% 95%
保護者アンケート（自由記述を含む）
で、学校は「きれいなことばときれいな
こころ」の運動などを通して、互いの人
権を尊重して、思いやりの気持ちがもて
るような活動を行っている、の肯定的な
回答を８０％以上得る。

目

標

達

成

70% 80% 90% 児童の学習物の分析から、偏見や差別の
根絶に対する児童の認識の深まりを、９
０％以上の児童に確認する。

目

標

達

成

特

別

活

動

・

そ

の

他

○いのちとこころの教育
の充実を通して、自他を
尊重し、偏見・差別のな
い心情を育む学校づくり
を行う。

○SDGs（持続可能な開発
目標）スターパート
ナーとしての取組を充
実し、児童の持続可能な
社会の担い手としての実
践力を高める。

○ハンセン病、こどもの権
利など人権課題の解消に向
けた学習や施設見学、東村
山夢と希望プロジェクトの
活用を通して人権意識の向
上を図る。

○SDGｓに沿った各教科・
領域での授業づくりを充実
させる

○オレンジ班（たてわり
班）の機能を生かし、他者
とかかわる力の向上を図
る。

多磨全生園・ハンセン病資料館の学習を核とし
て、こどもの権利、インターネットによる人権侵
害など人権課題の解消に向けた学習を意図的・
計画的に設定し、児童の人権意識を向上させ
る。

６年生が年間１回以上多磨全生園・ハン
セン病資料館見学を行うとともに、人権
課題の解消に資するゲストティーチャー
をお招きし、授業に参加していただいた
り、指導を仰いだりする。

目

標

達

成

東村山夢と希望プロジェクト『のりこおかあさん』
の低・中・高学年での活用を充実させる。

『のりこおかあさん』を活用した読み聞
かせ（低学年）や授業（中・高学年）
を、各学年で学期１回以上実施する。

目

標

達

成

達

成

避難所運営連絡会に出席してくださった
保護者・地域関係者からの年度末アン
ケート調査で「避難所運営連絡会に参加
してよかった」との肯定的回答を８０％
以上得る。

目

標
80% 80% 90%

達

成

児童アンケートで、いざというときに自
分の身を守る方法が分かった、と回答す
る児童を８０％以上とする。

目

標
80% 80% 90%「東村山防災の日」を中心に避難所運営連絡会

と協働による避難所開設訓練の実施。「もしもポ
ケット」など児童が校内で最低一泊を過ごせる
体制の充実を図る。

月１回の避難所運営連絡会へ管理職を中
心に教職員が参加し、避難所開設に向け
た連携体制や児童の預かり体制整備など
児童を保護者に引き渡すまでの間の校内
体制の充実を図る。

目

標
80% 90% 95%

達

成

達

成

保護者アンケート（自由記述を含む）
で、学校は児童の学習のつまずきや生活
面での困り感などに対しての保護者から
の相談体制が整っている、の肯定的な回
答を８０％以上得る。

目

標
80% 80% 90%

達

成

特別支援教室の指導教員による理解・啓
発授業を受けた児童アンケートで、特別
支援教室のことが分かった、と回答する
児童を８０％以上とする。

目

標
80% 80% 90%

特別支援教室拠点校として、特別支援教室の授
業を充実させるとともに特別支援教室の巡回指
導教員も参加した取組を計画的に行う。

特別支援教室の巡回指導教員による特別
支援教室への理解・啓発を図る朝会講話
や授業を学期に１回以上行う。

目

標
80% 90% 95%

達

成

達

成

80% 80% 90%80% 90% 95% 保護者アンケートで、学校は地域の方や
保護者と協力・連携をして、児童が地域
に愛着をもてる教育活動を行っている、
の肯定的な回答を８０％以上得る。

目

標

達

成

80% 90% 95% 児童アンケートで、地域のお祭りやス
ポーツ大会があったら参加したい、と肯
定的に回答する児童の割合を８０％以上
とする。

目

標

80% 80% 90%90% 95% 95% 保護者アンケートで、学校は学校公開、
学校だより、各種配布物、学校配信メー
ル、ホームページなどを通して、児童の
様子が分かるように知らせている、の肯
定的な回答を８０％以上得る。

目

標

達

成

95% 95% 95%
児童アンケートで、学校のホームページ
をみたことがある、と肯定的に自己評価
する児童の割合を８０％以上とする。

目

標

達

成

学

校

運

営

〇「こども基本法」の理
念を踏まえ、人にやさし
く他者を思いやる心情を
育て、保護者・地域に信
頼される、学校運営を行
う。

○地域の核となり、保護
者・地域に開かれた学校
運営を行う。

○特別支援教室拠点校と
して、特別支援の視点に
立った学校運営を行う。

〇避難所運営連絡会と協
働し、児童や地域住民の
命を守る学校運営を行
う。

○学校運営協議会でいただ
いたご意見を生かした学校
経営を着実に行う。

○PTA野火止会、恩多町推
進プラン委員会、各青少
対、主任児童委員、民生委
員等の保護者・地域関係者
との情報連携、行動連携を
緊密に行う。

○特別支援教室拠点校とし
て、巡回指導教員在籍校の
メリットを生かした教育活
動を充実させる。

〇避難所運営連絡会との協
働により、避難所開設に向
けた連携体制や児童を保護
者に引き渡すまでの間に校
内に留め置く際の体制を整
える。

学校公開、学校行事、保護者会・個人面談を計
画的に実施するとともに、れんらくアプリ・学校
ホームページを通して学校情報を広く公開する。

学校ホームページやれんらくアプリによ
る情報を迅速に発信し、常に最新の学校
情報を届ける。

目

標

達

成

PTA野火止会、恩多町推進プラン委員会、各青
少対主任児童委員、民生委員等保護者域関係
者と連動したあいさつ運動や声掛けポスターな
ど、学校運営協議会と連携した健全育成の取組
を計画的に行う。

東村山市と自分との関わり、地域の一員
としてできることについて、毎月１回以
上授業または学級指導を行う。

目

標

達

成

達

成

保護者アンケート（自由記述を含む）
で、学校は「きれいなことばときれいな
こころ」の運動などを通して、互いの人
権を尊重して、思いやりの気持ちがもて
るような活動を行っている、の肯定的な
回答を８０％以上得る。

目

標
80% 80% 90%

達

成

児童アンケートで、クラスの標語を意識
し、きれいな言葉をつかって生活してい
る、と肯定的に自己評価する児童を８
０％以上とする。

目

標
80% 80% 90%自他を思いやる心情を育むために、児童の意見

も取り入れながら「きれいなことば　きれいなここ
ろ運動」　を年間を通して計画的に行う。

全校朝会を通して児童が考えた「今月の
きれいなことば」の啓発を毎月１回以上
行うとともに、年間２回の発表集会を行
う。

目

標
80% 90% 95%

達

成

達

成

保護者アンケートで、学校は進んであい
さつができるような取組を行っている、
の肯定的な回答を８０％以上得る。

目

標
80% 80% 90%

達

成

児童アンケートで、友達や地域の人に
会ったらすすんであいさつをしている、
と肯定的に自己評価する児童を８０％以
上とする。

目

標
80% 80% 90%あいさつや思いやりのある言葉がけを、教職員

が率先して行うとともに、児童、保護者、地域関
係者と協働して「あいさつ運動」を計画的に行
い、学校全体であいさつへの意欲を高める。

教職員による「あいさつ+一声」を１日１
回以上行うとともに、保護者、地域関係
者と協働した「あいさつ運動」を月１回
行う。

目

標
80% 90% 95%

達

成

達

成

80% 80% 90%90% 95% 95% 保護者アンケート（自由記述を含む）
で、学校は児童の学習のつまずきや生活
面での困り感などに対しての保護者から
の相談体制が整っている、の肯定的な回
答を８０％以上得る。

目

標

達

成

90% 95% 95%
児童アンケートで、いじめは絶対にしな
い、と答える児童の割合を９０％以上と
する。

目

標

80% 80% 90%90% 95% 95% 保護者アンケートで、学校は児童が安心
して登校できるように、児童や保護者に
適切に働きかけている、の肯定的な回答
を８０％以上得る。

目

標

達

成

90% 95% 95% 家庭訪問だけでなく、電話や手紙、タブ
レット端末など様々な方法を活用して、
登校が困難な児童と対話し、児童の長期
欠席を０にすることを目指す。

目

標

達

成

生

活

指

導

・

進

路

指

導

○思いやりのある心の育
成を図るとともに規範意
識を高める。

○行動や言動の前に立ち
止まって「考える」力を
身に付けさせることを通
して、自己指導能力の向
上を図る。

○あいさつで自らを元気
にする、活気のある学校
づくりを行う。

○「東村山市いじめ防止等
のための基本方針」に基づ
いたいじめ防止、不登校の
解消を目標とした組織対応
の強化を図る。

○課題解決や特別な支援が
必要な場合の、組織として
の相談体制を整え、丁寧に
対応する。

○組織的なあいさつの励行
を通してあいさつへの意欲
向上を図る。

だれもが安心して通うことのできる学校づくりを
行う。不登校対策プロジェクト（ケース会議）や
ホッとルーム事業を活用し、不登校０を目指す。

不登校対策プロジェクト（ケース会議）
を毎月の校内支援委員会時に同時開催
し、組織としての進行管理を行う。

目

標

達

成

ふれあいアンケートを活用して適宜実態把握に
努めるとともに、いじめ防止対策委員会を計画的
に行い、いじめの未然防止と確実な解決を徹底
する。

いじめ防止対策委員会の定例会を年間３
回計画的に実施するとともに、いじめが
発生した際は必ず臨時会を行い、組織を
あげていじめの未然防止と確実な解決を
徹底する。

目

標

達

成

達

成

保護者アンケートで、学校は体育の授業
等を通して、児童が自ら運動に親しむよ
うな取組を行っている、の肯定的な回答
を８０％以上得る。

目

標
80% 80% 90%

達

成

児童アンケート及び授業の評価により、
続けて運動に親しんでいる、と肯定的に
自己評価する児童の割合を８０％以上と
する。

目

標
80% 80% 90%

体力と運動習慣を低下させない継続的な働きか
け、運動の習慣化を行う。

体育授業の他、なわとびカード、オレン
ジ班の長縄跳び、のびのび持久走、ボッ
チャなど、活動ごとに期間と目標を決め
て計画的に実施する。

目

標
80% 90% 95%

達

成

達

成

保護者アンケート（自由記述を含む）
で、学校は児童の学習のつまずきや生活
面での困り感などに対しての保護者から
の相談体制が整っている、の肯定的な回
答を８０％以上得る。

目

標
80% 80% 90%

達

成

児童アンケート及び授業評価で、授業が
分かりやすい、と肯定的に自己評価する
児童の割合を８０％以上とする。

目

標
80% 80% 90%

授業で「めあての確認」「学習の見通し」「ふりか
えり」を充実させ、すべての児童にとって分かり
やすい授業を実現させる。

「めあての確認」「学習の見通し」「ふ
りかえり」を取り入れた授業を１日３回
以上行う。

目

標
80% 90% 95%

達

成

達

成

保護者アンケートで、学校はタブレット
や大型提示装置（学年によってはデジタ
ル教科書）などを活用し、児童が主体的
な学習ができるような取組を行ってい
る、の肯定的な回答を８０％以上得る。

目

標
80% 80% 90%

達

成

児童アンケートで、タブレット端末や大
型提示装置（学年によってはデジタル教
科書）などを活用して、楽しく授業がで
きていると肯定的に自己評価する児童の
割合を８０％以上とする。

目

標
80% 80% 90%全教科・領域でタブレット端末や大型提示装置

（学年によってはデジタル教科書）を活用した授
業を充実させ、個別最適な学びを実現させる。

タブレット端末や大型提示装置（学年によって
はデジタル教科書）を活用した授業を１日３回
以上行う。月１回学年または全体のOJT研修
を行い、日常的な授業改善を進める。

目

標
80% 90% 95%

達

成

達

成

達

成

目

標
80% 80% 90%

目

標
80% 80% 90% 保護者アンケートで、学校は自分や他者

を大切にする思いや考えを豊かに表現
し、広げる力を身に付けさせるような取
組を行っている、の肯定的な回答を８
０％以上得る。

目

標
80% 90% 95% 児童アンケートで、自分や友達を大切に

する思いや考えを表現することが好き、
と肯定的に自己評価する児童の割合を８
０％以上とする。

成果自己評価
成果指標（保護者の理解・成果）

成果自己評価
中間申告（分析・修正案） 最終申告（分析・改善策）

学

習

指

導

○「主体的・対話的で深
い学び」を通して、生涯
にわたって自ら問い続け
られる力を身に付ける。

○思考力・判断力・表現
力を駆使し、学んだこと
を活用できる論理的思考
力を育み、学力・体力を
向上させる。

○全教育活動において、自
書いて表現する活動を中心
に「自他を大切にする思い
や考えを豊かに表現し、
広げる力」の育成を図
る。

○東村山スマートスクール
構想の実現に向け、ICTを
活用した個別最適な学習を
充実させる。

○「学習の見通しをもたせ
る」などユニバーサルデザ
インの視点に立った指導を
充実させる。

○継続した体育的な活動の
啓発と運動の習慣化を行
う。

「自他を大切にする思いや考えを豊かに表現し、
広げる力」（主に書く活動を通して）の実現に向
け、年間３回の授業研究や講師による講演の実
施を通して指導力向上を図る。

自他を大切にする思いや考えを、主に書く活
動を通して児童がノートやワークシート、タブ
レット、作品などに表現し、互いに交流する実
践を一日１回以上行う。

④保護者・地域から信頼される教職員 ④思いやりの心をもって行動できる子

領

域
中期経営目標 短期経営目標 目標達成のための方策 取組指標（教職員の取組）

取組自己評価
成果指標（児童・生徒等の変容・成果）

②教職員にとって、明るく、楽しく指導が行える学校 ②自ら学び続ける教職員 ②書きながら考え、伝えては考える、自分の考えを表現することを楽しめる子
③保護者・地域と連携し、信頼される学校 ③児童に達成感を味わわせ、確かな学力・自尊感情を育む教職員 ③明るいあいさつと他への声掛けのできる子

【目指す学校像】 【目指す教師像】 【目指す児童・生徒像】
①児童にとって明るく、楽しく、安心できる学校 ①児童一人一人の人権を尊重する教職員 ①相手の思いや考えを、温かく、正しく受け止めることができる子

令和７年度　東村山市立学校 自己評価シート【６月】 東村山市立野火止小学校　校長　大谷　憲司　　　　　　　　　　　　　　　　

学校の教育目標
（育成を目指す資質・能力）

〇考える子；自分の考えをことばで表現できる思考力　◎思いやりのある子（重点目標）；自他を大切にする心情を豊かに表現できる力
〇がんばる子；最後までやりぬく、生き抜く力の基礎　〇明るい子；友達にも、地域の方にも、さわやかに。

その他
特記事項目指す学校像（ビジョン・ミッション）

〇東村山市学校運営協議会制度発足の趣旨を踏まえた、より開かれた学校；「おらが学校」と呼んでくださる地域に感謝し、誇りをもって勤務する学校　〇困難な時代を健康・安全に生き抜く学校　〇「東村山夢と希望プロジェクト」
「東村山スマートスクール構想」などの市の施策に、正確に対応できる学校　【育成すべき資質・能力「自分や他者を大切にする思いや考えを豊かに表現し、広げる力」（書く力を活用して）】


